Antipseudomonal activities of new cephem antibiotics by 大越, 正秋
Title新セフェム系抗生物質の抗緑膿菌作用
Author(s)大越, 正秋












大 越 正 秋
ANTIPSEUDOMONAL ACTIVITIES OF NEW CEPHEM ANTIBIOTICS 
                           Masaaki  OHKosm 
            From the Department of Urology, TohkaiUniversity, School of Medicine 
   The antipseudomonal ctivity of so-called third and subsequent generation cephems was 
evaluated. 
   The third and subsequent generation cephems have been reported to have antibacterial 
activity against Pseudomonas aeruginosa. Their potency and clinical efficacy against pseudo-
monal infections, however, vary from drug to drug. Judging from our experience and our 
review of the literature, the four drugs, cefsulodin, cefoperazone, cefpiramide and ceftazidime 
are of value in clinical practice, though the effect of these drugs is not sufficient. In view 
of the fact that  concomitant use of cefsulodin and  cefmenoxime radicated Pseudomonas 
aeruginosa in as much as  82.  9% of the patients who had complicated UTI due to Pseudomonas 
aeruginosa, concomitant herapy of these four drugs in various combinations is a future 
subject to be studied. 
Key words: Cephem antibiotic, Antipseudomonal ctivity, Urinary tract infection, Concomi-
           tant therapy


































































Ceftazidime(CAZ)(グラ ク ソ;新 日本 実 業)
NH2
㌔ 張 二瓢 悔
COONa
Ceftria■one(CTRX)
化 学 溝 造 式
(ロ シ ュ)
そ の結 果 セ フェ ム系 抗 生物 質 は緑 膿 菌 に 対 す る抗 菌
力 の強 さに よ り3つ の 群 に 大 別 さ れ る,も っ と も抗菌




(CAZ)であ る,こ の うちCPZは β一lactamase抵
抗性 が 弱 いた め か 抗菌 力 は 他 の3薬 剤 に 比 しや や 劣
る.第2群 と して はMICの ピー ク値 が12.5～25
Pt9/ml,MIc5。が25μ9/mlでMIcgoが100～>
100μg/mlを示 し,あ る程 度 の 抗菌 力 を 示 す が 十 分
とは考 え られ な いcefotaxime(CTX),ceftizoxime
(CZX),cefmenoxime(CMX),latamoxef(LM一
OX),ceftriaxone(CTRX)であ る.第3群 と して
は ほ とん ど抗 菌 力 の 認 め られ な いcefotetan(CTT)
とcefbuperaz。ne(CBPZ)カミあ げ られ る.第3世
代 以 降 の セ フ ェ ム系 抗 生 物 質 は 緑 膿 菌 に 対 して も抗 菌
力 を 有 す る こ とが ひ とつ の特 徴 と思 わ れ て い るが,多
くの もの は ピ ー ク値 が12・5～100μ9!mlであ りそ れ
ほ ど強 い 抗菌 力 を もっ て い るとは い えな い.し か し,
上 記 の ご と くCPMとCAZは 強 い 抗 菌 力 を 持 っ て
お り,CFSを 含め て そ の抗 菌 力 は ア ミ ノ配 糖 体 に 匹
敵 す る と い え る・CFSとCM文 を 併 用 した 際 の
CFSのMICは ・ ピー ク値 で1.56#9/ml,MIC50
値 は1.56μg/mlとす ぐれた 抗 菌 力 を示 した.
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Fig.3.緑膿 菌 に 対 す る抗 菌 力


































































































*併 用 した際 のCFSのMIC(108株)
Table2.体内 動 態
191時 間点 滴 静注
薬 剤 血中 濃 度半減期(hr.)
尿 中 濃 度
(ua/nt)
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Table3.尿路感染症における緑膿菌に対する細菌学的効果




消 失 存 続
















































薬 剤 消 失 率 投与後出現頻度













































を示 したのがTable4,5である.ま た,ほ ぼ同時
期に実施 したCFSとCMXの 併用療法の臨床試験





























投 与 方 法
効 果
消失 存続







































用では 投与後 出現菌として セラチアの出現頻度が低
い.こ れはCMXが セラチアに対 して強い抗菌力を




























新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム
19×2i●v.
新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム
19×2i。v.
1g×2d.v.
新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム
O.5g×2i.v.
新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム
O.5g×2d.i。
19×2d.i.
新 薬 シ ン ポ ジ ゥ ム
1g×2d.i.
新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム
1g×2d.i




















新薬 シン ポ ジウ ム' 18.5%
新 薬 シ ン ポジ ウム 76.2%
新 薬 シ ンポ ジ ウム 38.2%
Fig.5。
()Pseudomonas属
尿 路 感染 症 に お け る緑 膿 菌 に 対 す る細 菌 学 的 効 果
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注)P・serugiD・setc対す る消 失率 の成 績 が2つ 以 上 あ る場 合 は































































小 計 16/35 45.7 16/31 51.6 31/43 72.1
計 34/66 51.5 45/73 61.6 57/82 69.5
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